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　伊豆弧の衝突のテクトニクスを解明するためには，衝突帯における古応力方向の情報は非常に重要な手掛り

となる．本研究では，フィリピン海プレートと本州側のプレートの境界を構成する断層の一つとされている神

縄断層の構造データを用い，応力逆解法による古応力解析を行ったのでその結果を報告する． 

　従来の同断層の古応力解析では，共役断層の解析などにより単一の古応力を解析するに留まっていたが，昨

今の応力解析の手法の発展に伴い，複数の古応力を検出できる応力逆解析法が開発されている．そのため本研

究では，Hough変換 (Leavers, 1992) を応用した応力逆解析法の一つであるHough法 (Yamaji et al., 2006) を

適用し解析を試みた．応力逆解析法で使う断層スリップデータセットは, 断層方向, すべり方位, 剪断センスの

3つからなる．さらにHough法ではすべり方位もしくは剪断センスが欠けているデータと完全データを，分析

において混合して使用することができる (Sato, 2006). また解析では, 得られたデータ数が不足していたた

め，本研究の調査結果だけでなく，同断層における先行研究である狩野ほか (1988) と星野・長谷 (1977) の

データも加えて解析を行った．神縄断層の活動セグメントは，同断層を南北に横切る河内川を境に，西部 (塩

沢断層系) と東部 (狭義の神縄断層系) で分けられている(産総研，活断層データ

ベース，https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html). そこで，本研究の解析も分けて行った結果，卓

越応力は西部でNW-SE方向のσ 1と鉛直方向のσ 3，東部では，ENE-WSW方向のσ 1とNNW-SSE方向のσ 3が

検出された． 

　ここで，河内川以西のデータから得られたNW-SE方向のσ1を先行研究の結果と比較すると，Huchon and

Kitazato (1984) や天野ほか (1986) が足柄層群中の小断層系を解析した結果として示しているNW-SE方向の水

平圧縮応力と一致している．このNW-SE方向のσ 1については，1.0Ma以降のフィリピン海プレートの沈み込

み方向（Imanaga, 1999) と一致し，その時期の古応力方向を反映しているものと考えられる．一方，東部の

データから得られたENE-WSW方向のσ1については，足柄層群堆積後に生じたNNW-SSE方向に軸をもつ大き

な背斜構造をもたらした可能性のある圧縮応力方向と一致している．ただし，東部では断層露頭が限られてお

りデータ数が未だ少ないことから，今後データ数を増やして，より確からしい古応力方向について議論する予

定である． 
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